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障害者住宅改造助成事業

４節　誰もが充実した生涯をおくることのできる流山（市民福祉の充実） 主管課 障害者支援課

会計 小事大事

01

目項

03 01 02 01 09

対象

市内に居住し、肢体不自由（体幹を含む）又は視覚障害の１・２級の方及びこれに準ずる方
で、住宅の改造が必要と認められる方に対し、1件30万円を限度に助成を行う。

障害者であっても、自宅で自立した生活を送ることができるように支援することが必要であ
り、対象者の自立生活の促進及び介護に適した住環境作りに寄与することを目的とし開始さ
れた。年度により利用の増減がある。

在宅の重度身体障害者の住宅を障害者が住みやすいように
改造を促進するため、改造費の一部を助成する。

主管課長小西　和典バリアフリーのまちづくり

名　　称 平成2６年度 平成2７年度 平成2８年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

重度身体障害者の住宅 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

補助件数 1 3 5 件 ↗↗↗

平成2７年度

300,000 589,000

0.02

606,000

300,000 589,000 606,000

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

438,200 739,600 743,300

平成2６年度 平成2８年度

138,200 150,600 137,300

0.02 0.02

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

Ｂ　必要性は変わらな
い

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切であ
る

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

利用にあたって制度の仕組み等を理解
してもらえるよう助成制度の内容につ
いて周知する。

④今後の
改善計画

障害者団体を通じて、継続的に助成制
度の周知を図る。

①今年度
(H28)の
改善計画

②今年度
(H28)に
実施した
取組

制度の有効利用を促進するため、身体
障害者福祉センター窓口へも「障害者
福祉の手引き」を引続き置く。

窓口、電話での相談者に対しては、助
成制度の内容を丁寧に説明した。


